
特有財産（２０２５年３月１２日掲載）

財産分与の対象外に

【質問】

　夫と離婚することになりました。離婚の際に財産分与として双方の財産を半分ず

つ分けると聞きましたが、今住んでいる自宅は、結婚後に私が父から相続したもの

です。この自宅も財産分与の対象となるのでしょうか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　

　離婚時の財産分与とは、結婚してから夫婦が協力して築いた財産（共有財産）を、

離婚時に公平に分け合う制度です。

　共有財産かどうかの判断は、財産の名義によるのではなく実質的な判断により、

結婚中に夫婦の協力により形成・維持されてきた財産であれば、名義を問わず、財

産分与の対象である共有財産と判断されることになります。

　そして基本的には、夫婦の収入の差にかかわらず、一方が専業主婦であっても、

公平に２分の１の財産を分けることになります。

　しかし、夫婦が「協力」して得たとはいえない財産は「特有財産」といい、これ

は財産分与の対象外となります。

　民法７６２条１項は、「夫婦の一方が婚姻前から有する財産及び婚姻中自己の名

で得た財産は、その特有財産（夫婦の一方が単独で有する財産をいう。）とす

る。」と定めています。

　代表的なものとして、①親族からの贈与や相続により取得した不動産や預貯金な

どの財産、②結婚前に蓄えた預貯金、結婚前に購入した有価証券、車など（結婚前

に支払った頭金やローンの返済分まで）が挙げられます。

　よって、相談者が父から相続された自宅は、婚姻中自己の名で得た財産といえる

ので、特有財産となり、財産分与の対象とならないと考えます。

　（弁護士　木下智仁）

　


